
第２回北・北海道物流拠点検討協議会
（１）これまでの取組について

2025年（令和7年）10月27日
北・北海道物流拠点検討協議会

[事務局：名寄市]



現状と課題 1

第９期北海道総合開発計画では、北海道のポテンシャルである高い食料供給力
などの「生産空間」の維持を目指している。

北海道の強み  一次産業における全国随一のポテンシャル 1
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現状と課題 2

北海道における「生産空間」は

広大な面積に広域に分散してい

るという特殊な構造となっている

出典：「生産空間における地域産業の活性化に向けた
物流システムの実装に関する調査」（北海道開発局）

北海道総合開発計画

3つのモデル地域を選定
            ▼

その一つが

名寄周辺モデル地域
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現状と課題 3

道北の生産空間からの
輸送に見られる特徴

• 生産空間から出る貨物は、農
畜産品が中心で、輸送量・

輸送品目の季節変動が大き

い

• 地元の物流事業者が少な
く、ドライバー確保も困
難

• 農畜水産物は特殊な運搬
（温度・ニオイ・専用車）が多く、
効率の良い往復が困難（帰り荷
が空便となるリスクが大きい）

　※搬入は生活必需品のため、片荷輸送
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現状と課題 4

物流が「複雑構造」で成り立っている

荷主（道外）

2次荷受け事業者①

2次荷受け事業者②

1次荷受け事業者

荷主
　1次受け事業者へ道外▶道北の輸送発注

1次荷受け事業者

　2次荷受け業者へ道央▶道北の輸送発注

▼
2次荷受け事業者①　　2次荷受け事業者②

道央▶旭川まで輸送　旭川▶道北まで輸送※　往路・復路ともに同様の課題となる4



現状と課題 5

道北は受け入れる　
 物量が少ない（人口に比例）

▶　物量確保のため数か所経由　
　するため、都度、積降の時間が
　かかる

▶　単一企業が拠点を設置しても、

　積載率の面から採算が取れず、中
　継輸送が実施できない

▶　中ロッド・大ロッド輸送の限界
（長距離・低積載）

※基幹産業の販路拡大に苦慮
道北の農畜水産物の生産維
持・出荷ができなくなる可能性

複数事業者協働による物流の中継拠点・集約化が必要

保管施設の不足

▶　遠方で保管（道央圏や道外）する

　ため、輸送・保管コスト増

※冷凍加工食品の保管施設不足等

労働力不足

▶　高齢化・人口減少により、ドライ
　バー不足、基幹産業の原料・

　製品加工の衰退
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課題対応に向けたこれまでの取組
国（北海道開発局）を中心とした動き

名寄周辺モデル地域圏域検討会・物流WG
　▶　物流ネットワークの効率的取組検討（拠点化）

共同輸送実証実験
　▶　混載輸送の可能性　確認
中継輸送実証実験（札幌～道北400Km）
　▶　道の駅、名寄北管理ステーション

共同輸送・中継輸送実装研究会設立
▶　実証実験の調整・課題検討　▶　ロジスク

「自動車運転の業務」働き方改革関連法適用
▶　時間外960時間を上限

名寄市の動き

令和6年4月

令和5年3月

令和2年～

平成29年

名寄物流研究会設置
　▶　物流に関する課題等の洗い出し名寄市の役割

圏域物流勉強会開催
　▶　圏域での物流課題、方向性確認（名寄以北市町村）

ヤマト運輸（安藤氏）名寄市派遣
　▶　名寄市物流拠点のグランドデザイン作成

道北地域の物流を考える講演会
　▶　北海道開発局長による講演

「名寄IC拠点整備構想」
　▶　名寄商工会議所から提案

共同・中継輸送シンポジウム（市長構想説明）

　

北・北海道物流拠点検討協議会設立準備

平成29年

平成30年

令和2～4年

令和4年

令和5年

令和6年

名寄地理的
優位性確認

令和7年
7

※産学官の取組
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名寄市

苫小牧

紋別市

これまで2024年度

稚内市

旭川市

札幌

「2024年度」以降
　年間時間外労働上限＝960h   ①80h/月
　1か月30日（仮）＝4.3週
　法定労働時間　　 ＝40h/週　  ②172時間（月間）
    
①＋②＝252h　252h÷30日＝11.4h/日
荷役時間＝2.8h平均　よって　

運転可能時間＝8.6ｈ

●　稚内と札幌・苫小牧市のほぼ中間点に位置し、

　 旭川市の補完的役割を担うことが可能

● 北海道の流通の玄関口・苫小牧から、一人のドライ 

  バーが往復可能な距離の北限地域

● 昔からの交通の要衝であり、東西南北に道路が走り、

　高規格道路（北海道縦貫自動車道）が開通予定

　　　　　　　　　　　　▼

　ダブル連結トラックや将来的な自動運転トラック

　の実装に対応可能

名寄市の中継輸送・共同輸送における位置
北海道の流通の玄関口である苫小牧市から、
一人のドライバーで往復が可能な範囲

【参考】名寄の地理的優位性とは？

旭川ー稚内間　　：往復約500㎞　運転時間　約　9.0時間

名寄ー稚内間　　：往復約340㎞　運転時間　約　6.0時間
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道の駅を活用した実証実験（R4北海道開発局実施）

名寄を中継拠点とした中継輸送・共同輸送の実証結果（令和4年度、北海道開発局実施） 

道の駅を活用した
中継輸送

中継+共同輸送実験

札幌～名寄～稚内

総労働時間
▼

約40％削減

輸送費用
▼

約45％削減

環境負荷軽減
▼

約50％削減

環境負荷削減

輸　送　費　用

総 労 働 時 間

中継+共同輸送実験
全てにおいて

軽減が図られた
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協議会運営等想定補助金（採択）
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北・北海道 物流拠点検討協議会の体制　　

北・北海道 物流拠点構想
検討協議会

【運送・宅配事業者】
ヤマト、五十嵐運輸、西尾運送、商工会議所

オブザーバー （協議会をサポート）

自治体

連携

北 海 道
運 輸 局

北 海 道
開 発 局

北　海　道
経済産業局

北　海　道
農政事務所

【事務局】
名寄市（総合政策課、産業振興課）

【荷主事業者】

トラック
協　 会

北海道トラッ
ク協会

北　海　道

スモールスタートし、参画団体の拡充を目指す

商工会

連携

北　海　道
農政事務所

道北圏域ロジ
研究協議会
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物流拠点の整備に向けた取組（案）

●　物流拠点構想検討協議会の設立
●　複数事業者の参画促進
●　物流拠点構想の検討・策定 
　・適正な機能、規模の設定
　・事業化に際してのコスト算出
　・適地選定
　・物流拠点の共同利用、ダブル連結
　　トラック、中継輸送・共同輸送の
　　促進手法
　・民間主体による実現可能性を高め
　　る整備、運営手法
　

STEP１

●　物流拠点準備委員会
　の設立
　
●　整備・運営主体の
　検討・参画促進
　　　　　　　・決定

STEP２

●　物流拠点整備委員会の設立

 ・基本構想・基本計画策定
　　　　　　▼

 ・用地取得
　　　　　　▼

 ・基本設計・実施設計策定
　　　　　　▼

 ・整備工事
　

STEP３（補助金の活用）１年目 ２・３年目 ４年目以降

【POINT】
●具現化に向けた「リアル」構想
・特定のサプライチェーンを設定し、物流量・輸送ルート
を検討
・実現可能性を確認

【POINT】
●民間事業者（整備・運営主体候
補）への積極的アプローチが必要

【課題】整備・運営主体の不在

【POINT】
●適した民間事業者（整備・運営
主体候補）と役割を明確化。不在
のままであれば、アプローチの再検討

【他自治体の関わり】

北・北海道中央圏域定住自立圏・
稚内等

STEP１ 　情報提供 STEP２

ベネフィット・影響がある自治体

　参画STEP３
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 拠点整備のイメージ図

インターチェンジの
交通結節性を活かし、

　【補足資料①】　名寄インターチェンジ拠点整備構想　（名寄商工会議所　R5.2）
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　【補足資料②】　物流講演会の開催

●件　　名：北・北海道物流拠点構想実現に向けた講演会 ～生産空間の維持・発展に向けて、持続可能な物流の実現を目指して～ 
●日　　時：令和７年５月３１日（土）　１６時～１８時３０分
●会　　場：グランドホテル藤花２F　大雪（北海道名寄市）
●主　　催：名寄市、名寄商工会議所
●参加者数：約１２０名（北海道開発局、北海道運輸局、北海道、市町村長、運送事業者　他）
●来　　賓：
衆議院議員　　　　　　　　　　　東　　国幹　様 
参議院議員　　　　　　　　　　　長谷川　岳　様 
衆議院議員　　　　　　　　　　　武部　　新　様（代理　秘書官）　 
国土交通省 物流・自動車局長     鶴田　浩久　様 
北海道副知事　　　　　　　　　　加納　孝之　様 
北海道開発局長　　　　　　　　　坂場　武彦　様 
北海道運輸局長　　　　　　　　　井上　健二　様 
北海道議会議員　　　　　　　　　中野　秀敏　様 

《祝　電》
参議院議員　高橋　はるみ　様
参議院議員　岩本　剛人　様
参議院議員　船橋　利実　様

●内　　容：
・第１部　基調講演「2024年問題と物流拠点について」
　講師　国土交通省 物流・自動車局長　鶴田　浩久　様

・第２部　パネルディスカッション　「北・北海道地域における物流拠点の重要性」 
　モデレーター　　北見工業大学　教授 髙橋 清 氏 
　パネリスト　　　米倉水産株式会社　総務部長　坂原　肇 氏 
　　　　　　　　　枝幸町　企画課長　中川　一広 氏 
　　　　　　　　　五十嵐運輸株式会社　代表取締役社長　五十嵐　千絵 氏 
　　　　　　　　　名寄市　総合政策部長　石橋　毅 

・要望書手交
　名寄市長、名寄商工会議所会頭から物流・自動車局長へ要望書提出 
《要望内容》　　 
１　官民連携による物流拠点構想の具現化に向けた取組に対するご支援 
２　北・北海道圏域における生産空間の維持・発展に向けた交通網の維持・整備に対するご支援 
３　第三次医療圏域の地方センター病院や日本最北の駐屯地を有する本市における広域防災拠点化 
　　検討に対するご支援 
４　物流過疎地におけるAI活用など、ドライバー不足等への対応策検討に対するご支援 
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　【補足資料②】　物流講演会の開催　～報道～
令和7年6月4日「北海道新聞」令和7年6月3日「名寄新聞」

他、物流専門誌等の取材あり
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